
様式１
頑張る地方応援プログラム

都道府県名 青森県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
継続

プロジェクトの期間 平成１９年度～平成２４年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の方法
（ホームページアドレス

総事業費
（単位：千円）
（うちH20事業費）

167

（0）

500,000

（0）

290,000

（0）

790,167

（0）

加入者系光ファイバ網
整備事業

希望する世帯を対象に地域公共ネットワーク（高速インターネット）に接続
するための光ファイバ網を整備します。

総　　　計

その他特記事項

全地区住民等意向調
査事業

地域イントラネット基盤施設はもとより、加入者系光ファイバ網の整備に関
する意向調査（住民、企業・団体）を実施します。

地域情報通信基盤整
備推進交付金（総務省
所管）

現在、デジタル・ディバイドによる地域格差は拡大の一途を辿っています。このこ
とは、あらゆる分野・集団の格差を広げてしまう可能性を有しているため、その解
消に向けて適切に対処しないと地域の新たな社会・経済問題に発展する恐れが
あります。デジタル・ディバイドを解消し、ＩＣＴを普及させることによって、社会的に
は地域住民の福祉・生活の向上、経済的には新たなビジネス機会の獲得、文化
的には相互理解の促進等々に貢献するなど、情報通信を介した地域力の向上を
目指します。

⑦まちなか再生プロジェクト

http://www.ajigasawa.net.pref.aomori.jp/ganpro/

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

鰺ヶ沢町

情報格差是正による地域活性化モデル構築プロジェ
クト（全地区）

プロジェクトの目
的、概要及び具体的
な成果目標

（目的、概要）
ブロードバンド等高速通信網整備については基本的に民間主導ですが、採算性等の事情により当町（過疎地）は
その恩恵に浴する状況とはなっていません。地域間の情報格差は、今や地域住民の日常生活にとどまらず、地域
経済にも影響を及ぼす課題となっています。このため、体系的なネットワークの構築をねらいとする地域イントラネッ
ト基盤施設等の整備を進め、住民生活の向上・利便性の確保、並びに中心商店街の振興等地域経済活性化をね
らいとする情報格差（デジタル・ディバイド）是正対策を講じます。
◎本プロジェクトの方向性・ねらい
 ・中心商店街活性化の実現（舞戸商店街活性化）
 ・日常生活における住民満足度の向上（少子高齢化対策等）
 ・病院・保健福祉センター等公共施設利用に係る利便性の向上
 ・その他ＩＣＴ活用による住民生活の向上・地域経済活性化に結びつく取り組みの実践

（具体的な成果目標）
  ブロードバンド等高速通信網受益地区（戸数）の拡大を目指します。
  （H19.3.31現在住民基本台帳戸数）

  ①現状 H18 ＡＤＳＬサービス地区戸数  3,192戸（鰺ヶ沢地区、舞戸地区、中村・鳴沢・赤石各地区の一部）
     目標 H24 光サービス地区戸数        4,808戸（全地区カバー）

  ②光サービス加入目標受益戸数：町全戸数4,808戸のうち2,900戸（約60％）


